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平
成
二
十
年
度
予
算
及
び
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
の
御
審
議
に
当
た
り
、
そ
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
今
後
の

財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

（
我
が
国
経
済
の
状
況
と
課
題
） 

我
が
国
経
済
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
長
い
低
迷
か
ら
脱
却
し
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
景
気
回
復

を
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
海
外
経
済
の
動
向
等
の
影
響
に
は
留
意
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
政
府
と
し
て

は
、
引
き
続
き
、
日
本
銀
行
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
行
い
、
物
価
安
定
の
下
で
の
民
間
需
要
中
心
の
持
続
的
成
長
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

地
方
経
済
に
目
を
向
け
る
と
、
人
口
動
態
や
産
業
構
造
等
の
違
い
を
背
景
と
し
て
、
回
復
に
差
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化

が
先
行
し
て
い
る
地
方
経
済
は
、
今
後
高
齢
化
が
進
む
都
市
部
の
将
来
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
、
地
域
活
性
化
は
国
全
体
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、
成
長
の
持
続
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
中
に
あ
る
強
み
を

活
か
し
つ
つ
、
海
外
と
の
相
互
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
年
の
サ
ミ
ッ
ト
議
長
国
と
し
て
、
Ｇ
７
、
ア
ジ
ア
諸
国
、

国
際
機
関
等
と
協
力
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
中
核
と
す
る
多
角
的
自
由
貿
易
体
制
の
強
化
及
び
経
済
連
携
協
定
の
積

極
的
な
推
進
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
通
関
制
度
の
改
革
、
租
税
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
等
を
行
い
、
我
が
国
の
経
済
社

会
を
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
、
公
債
残
高
の
増
大
等
、
我
が
国
経
済
を
取
巻
く
内
外
の
状
況
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
経
済
成
長
を
持
続
さ
せ
、
国
民
の
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
成

長
力
強
化
と
財
政
健
全
化
の
双
方
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
平
成
二
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
） 

平
成
二
十
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
の
努
力
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
社
会
保
障
や
公
共
事
業
な

ど
各
分
野
に
お
い
て
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
六
」、
い
わ
ゆ
る
「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
で
定
め

ら
れ
た
歳
出
改
革
を
、
そ
の
二
年
目
に
お
い
て
も
着
実
に
実
現
し
、
歳
出
改
革
路
線
を
堅
持
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
無
駄
の
排
除
の
た
め
徹
底
し
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
随
意
契
約
の
見
直
し
や
、

会
計
検
査
院
の
指
摘
事
項
の
反
映
を
徹
底
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
予
算
執
行
調
査
の
結
果
を
前
年
度
以
上
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
成
長
力
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
国
民
の
安
全
・
安
心
と
い
っ
た
課
題
に
十
分
に
配
慮
し
て
予
算
の
重
点
化
を
行
い
、

い
わ
ば
「
改
革
と
成
長
・
安
心
の
予
算
」
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
結
果
、
一
般
歳
出
に
つ
い
て
は
四
十
七
兆
二
千
八
百
四
十
五
億
円
と
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
三
千
六
十
一
億
円
の
増
と

な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
伸
び
を
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。 

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
地
方
再
生
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
税
の
偏
在
是
正
効
果
を
活
用
し
、
地
方
再
生
対
策
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費
四
千
億
円
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
交
付
金
の
総
額
を
三
年
ぶ
り
に
増
額
し
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
、
特
別
枠
を
除
い
た
地
方
歳
出
総
額
を
七
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
な
ど
、
歳
出
改
革
路
線
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
地
方
交
付
税
交
付
金
等
に
つ
い
て
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
、
六
千
八
百
二
十
億
円
増
加
の
十
五
兆
六
千
百
三
十
六

億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
国
債
費
二
十
兆
千
六
百
三
十
二
億
円
を
合
わ
せ
た
一
般
会
計
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
、
千
五
百
二
十
五
億

円
増
加
の
八
十
三
兆
六
百
十
三
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
租
税
等
の
収
入
は
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
、
八
百
七
十
億
円
増
加
の
五
十
三
兆
五
千
五
百
四
十

億
円
を
見
込
み
、
そ
の
他
収
入
は
四
兆
千
五
百
九
十
三
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
税
収
の
伸
び
が
小
幅
に
と
ど
ま
る
中
、
歳
出
・
歳
入
両
面
に
お
い
て
最
大
限
の
努
力
を
行
い
、
新
規
国
債
発
行
額
に

つ
い
て
は
、
二
十
五
兆
三
千
四
百
八
十
億
円
に
と
ど
め
て
四
年
連
続
の
減
額
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
資
産
・
債
務
改
革
、

特
別
会
計
改
革
等
を
踏
ま
え
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
準
備
金
の
う
ち
九
・
八
兆
円
を
国
債
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
国

債
残
高
を
圧
縮
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
内
外
に
我
が
国
が
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
く
姿
勢
を
示
す
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

次
に
主
要
な
経
費
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 
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社
会
保
障
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
医
師
確
保
対
策
な
ど
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
た
重
点
化
を
図
る
一
方
、
社
会
保
障

制
度
の
改
革
努
力
を
継
続
し
歳
出
の
抑
制
を
図
る
観
点
か
ら
、
め
り
張
り
の
き
い
た
診
療
報
酬
・
薬
価
等
の
改
定
、
後
発
医
薬
品
の

使
用
促
進
、
被
用
者
保
険
に
よ
る
政
管
健
保
へ
の
支
援
措
置
等
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

文
教
及
び
科
学
振
興
費
に
つ
い
て
は
、
文
教
分
野
に
お
い
て
、
信
頼
で
き
る
公
教
育
の
確
立
に
資
す
る
施
策
等
に
重
点
的
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
経
済
成
長
の
源
と
な
る
科
学
技
術
分
野
に
お
い
て
、
選
択
と
集
中
の
徹
底
を
図
り
つ

つ
増
額
し
て
お
り
ま
す
。 

 

防
衛
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
防
衛
力
の
近
代
化
等
を
図
る
一
方
、
装
備
品
調
達
の
一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
・
透
明
化
を
行
う
と
と
も

に
、
在
日
米
軍
駐
留
経
費
負
担
や
人
件
費
等
、
経
費
を
聖
域
な
く
見
直
し
て
お
り
ま
す
。 

 

公
共
事
業
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
抑
制
す
る
中
で
、
コ
ス
ト
構
造
改
革
や
入
札
・
契
約
制
度
改
革
等
を
徹
底
し
つ
つ
、

地
域
の
自
立
・
活
性
化
の
た
め
の
自
主
的
・
戦
略
的
取
組
を
支
援
す
る
事
業
や
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
直
結
す
る
事
業
へ

の
重
点
化
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

経
済
協
力
費
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
厳
選
・
重
点
化
等
を
行
い
、
改
革
を
継
続
す
る
中
で
、
全
体
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
量
を
適
切
に
確
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保
し
て
お
り
ま
す
。 

 

中
小
企
業
対
策
費
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
活
力
を
高
め
、
地
域
・
経
済
の
活
性
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
中
小
企
業
金
融
の
基

盤
強
化
、
下
請
適
正
取
引
の
推
進
、
事
業
承
継
支
援
、
中
小
企
業
者
と
農
林
水
産
業
者
と
の
連
携
に
関
す
る
施
策
等
に
重
点
化
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
改
革
の
一
環
と
し
て
特
別
会
計
の
歳
出
総
額
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
安
定
供
給

確
保
や
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
対
応
等
に
重
点
化
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

農
林
水
産
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
支
援
と
い
う
農
政
改
革
の
基
本
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
食
の
安
全
・

安
心
等
、
現
下
の
諸
課
題
へ
の
対
応
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

治
安
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
治
安
関
連
職
員
の
増
員
を
は
じ
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
化

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

国
家
公
務
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
で
平
成
十
九
年
度
の
お
お
む
ね
二
倍
と
な
る
四
千
百
二
十
二
人
の
定
員
純
減
を
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行
う
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
給
与
構
造
改
革
等
を
的
確
に
予
算
へ
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す
。 

 

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
特
別
会
計
の
統
廃
合
等
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
特
別
会
計
の
数
を
二
十
一
と
、
前
年
度
に
比
べ
七
会
計
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
特
別
会
計
歳
出
を
効
率
化
・
合

理
化
の
観
点
か
ら
徹
底
的
に
見
直
し
て
お
り
ま
す
。 

 

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
、
道
路
整
備
の
必
要
性
、
環
境
面
へ
の
影
響
に
配
慮
し
て
、
現
行
の
税
率
を
維

持
し
た
上
で
、
地
方
へ
の
支
援
を
充
実
し
つ
つ
、
真
に
必
要
な
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
料
金
の
効

果
的
な
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
既
存
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
の
特
定
財
源
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
平
成
二
十
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
納
税
者
の
理
解
の
得
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
前
年
度
予

算
を
上
回
る
額
の
一
般
財
源
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。 

 

財
政
投
融
資
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
に
必
要
な
資
金
需
要
に
は
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
対
象
事
業
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図
っ
た

結
果
、
平
成
二
十
年
度
財
政
投
融
資
計
画
の
規
模
は
、
対
前
年
度
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
十
三
兆
八
千
六
百
八
十
九
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
有
財
産
に
つ
い
て
、
有
識
者
会
議
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
庁
舎
・
宿
舎
の
移
転
・
再
配
置
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
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間
提
案
を
活
か
す
入
札
の
仕
組
み
の
導
入
等
を
図
る
な
ど
、「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
」
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
資
産
・
債
務
改
革

を
更
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

国
債
発
行
総
額
は
百
二
十
六
兆
二
千
九
百
億
円
と
平
成
十
九
年
度
と
比
べ
、
十
七
兆
五
千
四
百
八
十
億
円
減
少
し
、
二
年
連
続
の

大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
国
債
発
行
総
額
が
百
三
十
兆
円
を
下
回
る
の
は
平
成
十
二
年
度
以
来
八
年
ぶ
り
で
す
が
、
国
債
残
高
は

平
成
二
十
年
度
末
に
は
五
百
五
十
三
兆
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
依
然
と
し
て
増
加
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
債
管
理

政
策
を
財
政
運
営
と
一
体
と
し
て
適
切
に
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
国
債
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
安
定
消
化
と
と
も
に
、
中
長

期
的
な
調
達
コ
ス
ト
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
・
動
向
等
を
踏
ま
え
た
発
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

 

平
成
二
十
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
持
続
的
な
経
済
社
会
の
活
性
化
を
実
現
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
研
究
開
発
税
制
の
拡
充

や
中
小
企
業
関
係
税
制
の
充
実
等
と
い
っ
た
経
済
活
性
化
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
金
融
・
証
券
税
制
、
土
地
・
住
宅
税
制
等
に
つ

い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
民
間
が
担
う
公
益
活
動
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
応
す
る
税
制
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
寄
附

税
制
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
間
の
財
政
力
格
差
の
縮
小
の
観
点
か
ら
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。 
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（
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
の
大
要
） 

次
に
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
財
政
規
律
を
緩
め
な
い
と
の
方
針
の
下
、
国
民
生
活
の
安
全･

安
心
、
原
油
価
格
高
騰
へ
の
対
応
等
に
配
慮

し
つ
つ
、
災
害
対
策
費
を
は
じ
め
と
し
て
、
必
要
性
・
緊
急
性
の
高
い
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
義
務
的
経
費
の
追
加
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
交
付
金
の
税
収
減
見
合
の
減
額
及
び
そ
の
補
填
を
行
う
と
と
も
に
既
定
経
費
の
節
減
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
租
税
等
の
収
入
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
に
比
べ
、
九
千
百
六
十
億
円
の
減
収
を
見
込
む
と
と
も
に
、
税
外

収
入
の
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
結
果
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
、
財
政
健
全
化
の
例
外
と
す
る
こ
と
な
く
、
公
債
の
増
発
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
平

成
十
九
年
度
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
当
初
予
算
に
対
し
て
八
千
九
百
五
十
四
億
円
増
加
し
、
八
十
三
兆
八
千
四
十
二
億
円
と
な
り

ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
及
び
政
府
関
係
機
関
予
算
に
つ
い
て
も
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

（
我
が
国
財
政
の
現
状
と
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
） 

次
に
、
我
が
国
財
政
の
現
状
と
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

財
政
健
全
化
は
、
安
定
し
た
経
済
成
長
と
と
も
に
、
経
済
財
政
運
営
の
車
の
両
輪
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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平
成
二
十
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
等
で
定
め
ら
れ
た
歳
出
改
革
路
線
を
堅
持
し
、
各
分
野
に
お
い
て
歳

出
の
抑
制
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
約
三
割
に
あ
た
る
二
十
五
兆
円
余
り
を
公
債
発
行
で
賄
わ
ざ
る

を
得
ず
、
依
然
と
し
て
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高
は
、
平
成
二
十
年
度
末

に
は
七
百
七
十
八
兆
円
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
百
四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
主
要
先
進
国
の
中
で
最
悪
の
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
後
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
累
次
に
わ
た
り
国
民
の
皆
様
に
お
示
し
し
て
き
た
目
標
で
あ
る
「
二
○
一

一
年
度
に
お
け
る
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
」
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
を
引
き
続
き
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
二
○
一
○
年
代
半
ば
に
向
け
、
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
基
本
方
針
二
○
○
六
」
等
に
沿
っ
て
各
分
野
の
歳
出
改
革
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
で
、
必
要
な
歳
出
ま
で
も
が
削
ら
れ
、
国
民
生
活
に
影
響
が
生
ず
る
事
態
は
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
歳
出
改
革
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
社
会
保
障
や
少
子
化
な
ど
に
伴
う
負
担
増
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
累
次
の
政
府
の
方
針
や
先
般
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
の
「
基
本
的
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
消
費
税
を
含
む
税
体
系
の
抜
本
的

な
改
革
に
つ
い
て
、
早
期
に
実
現
を
図
り
ま
す
。 

 

（
む
す
び
） 

我
が
国
の
経
済
財
政
の
姿
が
少
子
高
齢
化
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
少
な
く
と
も
今
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後
十
年
程
度
の
中
長
期
の
展
望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
上
で
、
な
す
べ
き
改
革
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
果
断
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

も
と
よ
り
、
国
の
財
政
は
、
国
民
経
済
の
中
長
期
的
な
発
展
を
支
え
、
国
民
一
人
一
人
の
生
活
に
安
心
を
も
た
ら
す
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
す
。
財
政
の
持
続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
で
は
、
世
界
に
対
し
て
日
本
経
済
の
魅
力
を
訴
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
ず
、

ま
た
、
子
供
や
孫
の
世
代
が
将
来
へ
の
不
安
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
市
場
に
お
け
る
我
が
国
財
政
へ
の
信
認
を
確
保
し
、

更
に
、
将
来
世
代
に
対
し
て
責
任
あ
る
財
政
運
営
を
行
う
と
い
う
決
意
を
も
っ
て
、
財
政
の
再
建
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

以
上
、
平
成
二
十
年
度
予
算
及
び
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
の
大
要
等
と
、
今
後
の
財
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
御
説

明
い
た
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
等
の
関
連
法
案
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
成

長
力
を
強
化
す
る
施
策
が
年
度
当
初
か
ら
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
今
年
度
内
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、

速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
及
び
与
野
党
の
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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